
港区文化芸術振興プラン（素案）の施策別事業一覧実績（令和元年度）
国際化・ 文化芸術担当

施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-1
ふれ愛ま つり だ、 芝地区！
「 地域ふれ愛コ ンサート 」

「 ふれ愛ま つり だ、 芝地区！」 において、 「 地域ふれ愛コ ン サート 」 と
し て、 区民による合唱、 バンド 演奏、 ダンスなどの発表機会を 創出。

芝地区総合支所管理課 １ 回、 5, 600人

1-1 太鼓を たたこ う 小学生を 対象に、 講師の指導のも と 、 太鼓を 練習する機会を 提供。
芝地区総合支所管理課（ 神明子ど
も 中高生プラ ザ）

47回、 1, 671人

1-1 ダンス☆ダンス 小学生を 対象に、 講師の指導のも と 、 ダンスを 練習する機会を 提供。
芝地区総合支所管理課（ 神明子ど
も 中高生プラ ザ）

37回、 878人

1-1 習字を し よう 小学生を 対象に、 講師の指導のも と 、 書道を 練習する機会を 提供。
芝地区総合支所管理課（ 神明子ど
も 中高生プラ ザ）

10回、 161人

1-1 生け花を し よう 小学生を 対象に、 講師の指導のも と 、 生け花を 練習する機会を 提供。
芝地区総合支所管理課（ 神明子ど
も 中高生プラ ザ）

10回、 143人

1-1 尺八を 吹こ う
小学３ 年生以上を 対象に、 講師の指導のも と 、 尺八を 体験する 機会を 提
供。

芝地区総合支所管理課( 神明子ど
も 中高生プラ ザ)

11回、 37人

1-1 琴にふれよう 小学生を 対象に、 講師の指導のも と 、 琴を 体験する機会を 提供。
芝地区総合支所管理課( 神明子ど
も 中高生プラ ザ)

９ 回、 102人

1-1 小学生バンド
小学２ 年生以上を 対象に、 講師の指導のも と 、 楽器を 練習する 機会を 提
供。

芝地区総合支所管理課( 神明子ど
も 中高生プラ ザ)

11回、 123人

1-1 ほのぼの作品展
いき いき プ ラ ザで活動し ている 団体や個人の日頃の趣味活動の成果を 発
表する 場と し て、 作品の展示会を 開催。

各総合支所管理課（ いき いき プラ
ザ）

4, 415点

1-1 教室事業

高齢者の生き がいづく り 、 学びの場の提供のため、 定期的に教室を 開催
し 、 発表の場を 創出。 （ 茶道、 書道、 絵画、 陶芸、 フ ラ ワーアレ ン ジメ
ン ト 、 カ ラ ーレ ッ ス ン 、 ア ロ マ テ ラ ピ ー、 手芸、 絵本、 折り 紙、 着付
け、 民謡、 俳句、 カ ラ オケ、 舞踊、 ギタ ー、 三味線等）

各総合支所管理課（ いき いき プラ
ザ）

5, 090回、 59, 862人

1-1 演芸会
いき いき プ ラ ザで活動し ている 個人・ 団体が、 舞踊や歌唱等、 日頃の活
動の成果を 披露、 交流。

各総合支所管理課（ いき いき プラ
ザ）

29回、 2, 721人

（ 港区文化芸術振興プラ ン（ 素案） 90～113頁）
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-1 カ フ ェ コ ンサート
区民が生の音楽に触れる 機会を 創出する と と も に、 地域で活躍する アー
ティ スト の発表の場を 提供。

芝・ 高輪地区総合支所管理課（ 三
田いき いき プラ ザ、 虎ノ 門いき い
き プラ ザ、 神明いき いき プラ ザ・
高輪いき いき プラ ザ）

46回

1-1 芝地区ダンスパーティ ー 高齢者を 対象に、 ダンスパーティ ーを 実施。
芝地区総合支所管理課（ 三田いき
いき プラ ザ、 虎ノ 門いき いき プラ
ザ、 神明いき いき プラ ザ）

１ 回、 41人

1-1 コ ミ ュ ニティ ・ カ レ ッ ジ
都心区にふさ わし いコ ミ ュ ニテ ィ 、 文化、 生涯学習を 推進する ため、 区
内で活動する 団体が、 活動の成果を 広く 区民に普及、 還元する 自主企画
事業を 支援。

各総合支所管理課（ 区民セン
タ ー）

10団体

1-1 区民センタ ーギャ ラ リ ー
文化芸術活動及びコ ミ ュ ニティ の振興のため、 区民の自主的活動の成果
である 各種作品を 展示する場を 提供。

麻布・ 赤坂・ 高輪地区総合支所管
理課（ 麻布区民センタ ー、 赤坂区
民センタ ー、 高輪区民セン タ ー）

29回

1-1
演劇市出前講座
麻布アク タ ーズスク ール

子ど も から 大人ま での区民を 対象に、 講師によ る 発声、 殺陣、 バレ エな
ど、 演劇の基本練習から 、 芝居の公演までを 行う 講座を 開催。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布区
民センタ ー）

11回、 123人

1-1 麻布演劇市
麻布区民セン タ ーに登録し ている 劇団によ り 、 市場のよ う に様々なジャ
ンルの演劇公演を 行い、 区民に気軽に演劇を 楽し む機会を 提供。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布区
民センタ ー）

７ 回、 2, 907人

1-1 子ども 英語劇鑑賞会
親子を 対象に、 子ど も の頃から 英語に興味を 持ち 、 総合芸術である 演劇
に触れるこ と で感性を 養う こ と を 目的に、 鑑賞会を 開催。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布区
民センタ ー）

４ 回、 304人

1-1 リ ズムであそぼ！
３ 歳以下の幼児を 対象に、 ピ アノ 、 フ ルート の生演奏を 聴く こ と でリ ズ
ム感、 音感、 巧緻性を 養う 。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布区
民センタ ー）

６ 回、 83人

1-1 能に親し む―謡―
能楽界の重鎮である 観世流能楽師 野村四郎氏（ 人間国宝） 、 又は長男
の野村昌司氏を 講師と し て迎え、 能楽を 身近に感じ 楽し むこ と ができ る
和やかな「 謡」 を 体験。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布区
民センタ ー）

５ 回、 131人

1-1 人形劇
麻布子ど も 中高生プ ラ ザを 利用する 子ど も たち を 対象に、 プロ の人形劇
団を 招き 、 人形劇を 実施。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布子
ども 中高生プラ ザ）

４ 回、 321人

1-1
飯倉片町地下横断歩道小学
生児童絵画展示事業

麻布小学校の通学路である 飯倉片町地下横断歩道内に、 環境や緑、 自然
への意識を 醸成する テ ーマで描かれた麻布小学校児童の絵画を 、 パネル
に加工し て展示。

麻布地区総合支所まちづく り 課 43点

1-1 赤坂JAZZフ ェ スティ バル
ジャ ズの拠点と し ての赤坂を 復権、 発展さ せる べく 、 JAZZ講座出身のア
マチュ アジャ ズバン ド に発表の場を 提供し 、 地域を 挙げたイ ベン ト を 開
催。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

１ 回、 436人
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-1 赤坂ふれあいコ ンサート
区民がコ ン サート 鑑賞を き っ かけに、 区民セン タ ーへ足を 運び、 上質な
芸術等に気軽に触れる 機会を 創出する ため、 様々なジャ ン ルのコ ン サー
ト を 継続的に開催。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

３ 回、 473人

1-1
お試し 体験講座（ 料理教室
/ヨ ガ体験講座）

子育て 中の親子がネッ ト ワーク を つく る 機会の提供や、 海外文化の紹
介・ 啓蒙等、 様々な地域ニーズに応える 各種講座・ 教室を 短期開講。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

10回、 108人

1-1 赤坂地区カ ラ オケ交流会
赤坂地区のいき いき プ ラ ザ利用者や一般のカ ラ オケ愛好家、 高齢者層を
募集し 、 赤坂区民セン タ ーホールのステ ージに立つ喜びを 味わっ ても ら
う と と も に、 歌を 通じ た地域住民同士の交流を 促進。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

２ 回、 152人

1-1
敬老の集い 「 音楽と 落語
の玉手箱」

高齢者と 地域住民の交流の場と なる よ う 、 敬老の日にち なみ、 観客席で
歌っ た り 体を ほぐ し た り の歌声喫茶、 吹奏楽によ る 演奏、 落語な ど リ
ラ ッ ク ス・ リ フ レ ッ シュ でき る多種多様なイ ベント を 開催。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

１ 回、 202人

1-1 技能育成講座
音楽や座学など あら ゆる ジャ ン ルを 選定し 、 体験稽古を 実践し 、 一定期
間の育成講座を 受講し た後、 ホールでの発表会を 開催。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

10回、 151人

1-1 懐かし の映画会
主に中高年齢層を 対象に、 懐かし い昭和の映画を 上映する だけでなく 、
映画と 時代背景について解説を 入れるこ と で奥深い楽し み方を 提供。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

３ 回、 567人

1-1 赤坂塾　 生物学講座

専門の講師を 招き 、 昨今世間で 話題のｉ PS細胞や細胞・ 遺伝子の仕組
み、 進化についてなど 、 いまさ ら 聞けない基本的な生物学の知識を 、 ふ
んだ んな 映像を 使っ て わかり やすく 学習。 好評につき 夜間の講座も 増
設。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

２ 回、 48人

1-1 協働参画事業
赤坂区民セン タ ー利用団体に講師を 依頼し 、 区民を 対象に日頃の活動の
成果を ワーク ショ ッ プ形式で披露する講座。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

１ 回、 20人

1-1 小中学生ワーク ショ ッ プ
地元の専門家を 講師に招き 、 本格的な 技術を 親子で 学び楽し む親子講
座。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

１ 回、 10人

1-1
中高生バンド ・ ダン ス
小学生バト ン ト ワリ ン グ・
ハンド ベル

子ど も たち が、 音楽、 ダン ス、 バト ン の指導を 受けた日頃の練習の成果
を 館内で発表。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂子
ども 中高生プラ ザ）

69回、 1, 276人

1-1 ダンス、 オペレ ッ タ ク ラ ブ
子ど も たち が、 ダン ス、 オペレ ッ タ の講師指導を 受けた後、 日ごろ の練
習の成果を 他の中高生プラ ザと 合同で発表、 交流する ほか、 赤坂子ども
中高生プラ ザ（ 本館） と の交流行事などに参加、 出演。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂子
ども 中高生プラ ザ青山館）

開館前

1-1 四季のコ ンサート
音響に定評のある 高輪区民セン タ ーホールで、 地域住民を 対象と し た無
料コ ン サート を 開催し 、 音楽を 通じ て芸術文化に親し むこ と ができ る 場
を 提供。

高輪地区総合支所管理課（ 高輪区
民センタ ー）

19回、 2, 906人
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-1 無料展示スペース 区民の作品（ 絵画、 写真、 書道など） を 発表する場を 提供。
高輪地区総合支所管理課（ 高輪区
民センタ ー）

２ 回、 153人

1-1 陶芸のつどい
子ど も たち が、 陶芸工芸士に陶芸を 学び、 指導を 受けながら 作品づく り
を 体験。

高輪地区総合支所管理課（ 豊岡児
童館、 白金台児童館）

10回、 289人

1-1 ゴスペルグループ
子ど も たち が、 専門講師の指導のも と 、 歌を 練習し 、 あっ ぷリ ン グ高輪
フ ェ スティ バルや年末パーテイ ーで発表。

高輪地区総合支所管理課（ 高輪児
童館）

15回、 130人

1-1 リ ズムダンスグループ
子ど も た ち が、 専門講師の指導のも と 、 ダ ン ス を 練習し 、 年末パーテ
イ ーや児童館交流会で発表。

高輪地区総合支所管理課（ 高輪児
童館）

14回、 200人

1-1 俳句のつどい
子ど も たち が、 ボラ ン ティ アの講師から 俳句のつく り 方を 学び、 俳句を
つく り 、 総合支所のプチ展などで発表。

高輪地区総合支所管理課（ 高輪児
童館）

５ 回、 32人

1-1 工作のつどい 子ども たちが、 専門講師の指導のも と 、 工作を 実施。
高輪地区総合支所管理課（ 高輪児
童館、 豊岡児童館）

18回、 376人

1-1
ダンスグループ
ヒ ッ プ ホッ プ ダン ス・ キッ
ズダンス

子ど も たち がプ ロ のダン サーの指導のも と 、 リ ズムダン スを 練習し 、 成
果を 地域で発表。

高輪地区総合支所管理課（ 白金台
児童館）

19回、 455人

1-1 書道のつどい 大書
子ど も たち が講師指導のも と 、 書道に親し み、 作品を 館内に掲示し 、 区
の書道展に出品。

高輪地区総合支所管理課（ 白金台
児童館）

１ 回、 60人

1-1 ミ ニコ ンサート
児童館利用保護者など 地域在住の音楽家の協力を 得てミ ニコ ン サート を
開催し 、 子ども たちが身近に音楽を 親し む機会を 提供。

高輪地区総合支所管理課（ 白金台
児童館）

２ 回、 122人

1-1
TAPPERZタ ッ パーズ
小 学 生 リ ズ ム ダ ン ス ・ グ
ループ

専門の講師指導のも と 、 子ども たち がグループでのダン スを 覚え、 チー
ムワーク の大切さ を 体験し 、 児童館交流会や館のまつり で発表。

高輪地区総合支所管理課（ 高輪子
ども 中高生プラ ザ）

24回、 382人

1-1
Fun Fun Gl ee フ ァ ン ･フ ァ
ン ･グリ ー
小学生コ ーラ ス・ グループ

専門の講師指導のも と 、 子ども たち がグループでのコ ーラ ス曲を 覚え、
声の調和の大切さ を 体験し 、 地域の行事や老人ホーム、 館のま つり で発
表。

高輪地区総合支所管理課（ 高輪子
ども 中高生プラ ザ）

24回、 221人

1-1 TAP幼児バレ エサーク ル
専門の講師指導のも と 、 年少から 年長の幼児がバレ エの練習を し 、 成果
を 発表。

高輪地区総合支所管理課（ 高輪子
ども 中高生プラ ザ）

新規

1-1
ＭＴ 社交ダン ス バン ド コ ン
サート

ダン スミ ュ ージッ ク を バン ド 編成の演奏で楽し みながら 、 参加者が出演
者と 交流する参加型のコ ンサート を 開催。

高輪地区総合支所管理課（ 高輪い
き いき プラ ザ）

２ 回、 95人
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-1 秋の午後の朗読会
朗読グループ 、 こ と ばつむぎのみなさ んの絵本の読み聞かせや朗読を 楽
し む会を 開催。

高輪地区総合支所管理課（ 高輪い
き いき プラ ザ）

統合

1-1 アジグリ ーミ ニコ ン サート 合唱サーク ル、 アジグリ ーによる合唱コ ンサート を 開催。
高輪地区総合支所管理課（ 高輪い
き いき プラ ザ）

１ 回、 64人

1-1
ボイ ス ト レ ーニン グ＆コ ー
ラ ス

豊岡いき いき プ ラ ザで活動し ている 団体や個人が日頃の活動の練習成果
を 発表。

高輪地区総合支所管理課（ 豊岡い
き いき プラ ザ）

22回、 707人

1-1 季節のコ ンサート
ク ラ シッ ク 音楽（ 弦・ 管楽器、 バリ ト ン など ） の生演奏や、 沖縄伝統舞
踊・ 沖縄音楽のコ ンサート を 開催。

高輪地区総合支所管理課（ 豊岡い
き いき プラ ザ、 白金いき いき プラ
ザ）

９ 回、 286人

1-1 音楽コ ンサート 曲説明や手話を 交えながら 、 生演奏のピ アノ の伴奏で参加者が合唱。
高輪地区総合支所管理課（ 白金台
いき いき プラ ザ）

１ 回、 20人

1-1 世代間交流コ ンサート 幅広い世代に、 音楽や楽し い落語を 鑑賞する機会を 提供。
高輪地区総合支所管理課（ 白金台
いき いき プラ ザ）

中止

1-1 夏休み・ 冬休み子ども 大会
親子を 対象に、 文化芸能（ 人形劇・ 演劇・ 音楽） の鑑賞・ 体験・ 参加を
通じ て感性を 育て、 参加者同士の交流を 促進。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦港南区民センタ ー）

２ 日間、 290人

1-1 絵本読み聞かせ教室
親子を 対象に、 絵本の良さ 、 読み聞かせのコ ツ （ 朗読法） など の学びを
通じ て、 より 良い親子関係構築を 支援。

芝浦港南地区総合支所管理課 ( 台
場区民センタ ー）

１ 回、 ９ 人

1-1
プ ラ ミ ュ ージ ッ ク ( コ ーラ
スグループ)

プ ロ の歌手によ る 指導のも と 、 子ど も たち が歌だけでなく 体も 使っ て表
現する 楽し さ を 学び、 練習の成果を 地域の施設等で発表。

芝浦港南地区総合支所管理課 ( 港
南子ども 中高生プラ ザ)

22回、 514人

1-1 キッ ズダンスグループ
プ ロ のヒ ッ プ ・ ホッ プ ・ ダン サーによ る 指導のも と 、 子ど も たち が音楽
に合わせて体を 動かすこ と の楽し さ や表現するこ と の楽し さ を 学習。

芝浦港南地区総合支所管理課 ( 港
南子ども 中高生プラ ザ)

11回、 112人

1-1 太鼓グループ
専門の講師によ る 指導のも と 、 子ど も たち が伝統文化である 太鼓の演奏
技法を 学び練習し 、 児童館交流会で発表し ます。

芝浦港南地区総合支所管理課 ( 港
南子ども 中高生プラ ザ)

19回、 205人

1-1 バト ント ワリ ング 子ども たちがバト ント ワリ ングを 学び練習し 、 児童館交流会で発表。
芝浦港南地区総合支所管理課 ( 港
南子ども 中高生プラ ザ)

64回、 944人

1-1 ハンド ベル
ハン ド ベルの演奏を 通じ て、 一人で一音を 担当し 、 グループ参加者全体
で一つの曲を つく り 上げる こ と で、 共通の目標を 持つこ と によ り 、 子ど
も たち の協調性を 育成。

芝浦港南地区総合支所管理課 ( 港
南子ども 中高生プラ ザ)

10回、 96人
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-1 陶芸のつどい
子ど も たち が、 陶芸工芸士に陶芸を 学び、 指導を 受けながら 作品づく り
を 体験。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 台
場児童館、 芝浦アイ ラ ンド 児童高
齢者交流プラ ザ）

17回、 426人

1-1 フ ラ ダンス
子ど も たち や高齢者、 乳幼児親子がフ ラ ダン スを 学び、 あいぷら ま つり
や児童館交流会などで発表。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦アイ ラ ンド 児童高齢者交流プラ
ザ）

48回、 496人

1-1 親子でアート 乳幼児親子を 対象に、 毎月、 創作・ 表現活動・ 共同制作を 実施。
芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦アイ ラ ンド 児童高齢者交流プラ
ザ）

10回、 140人

1-1 あいぷら まつり
芝浦アイ ラ ン ド 児童高齢者交流プ ラ ザで活動し ている フ ラ ダン ス、 合唱
等の利用者が、 日頃の活動の成果を グループで披露。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦アイ ラ ンド 児童高齢者交流プラ
ザ）

１ 回、 2, 002人

1-1 あいぷら 歌謡祭
芝浦アイ ラ ン ド 児童高齢者交流プ ラ ザで活動し ている 児童や高齢者が日
頃の練習成果を 発表し 、 利用者が誰でも 気軽に歌や踊り 、 演奏を 楽し む
機会を 創出。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦アイ ラ ンド 児童高齢者交流プラ
ザ）

１ 回、 56人

1-1 ク リ スマス演奏会
港南いき いき プ ラ ザで活動し ている 老人ク ラ ブや自主団体の練習成果を
発表し 、 利用者が誰でも 気軽に音楽や踊り を 楽し む機会を 創出。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 港
南いき いき プラ ザ）

２ 回、 83人

1-1 ゆと り ーむだよ　 全員集合
港南いき いき プ ラ ザで活動し ている 老人ク ラ ブや自主団体の練習成果を
発表し 、 利用者が誰でも 気軽に音楽や踊り を 楽し む機会を 創出。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 港
南いき いき プラ ザ）

３ 回、 135人

1-1 いき いき お散歩ツアー 高齢者を 対象に、 近隣施設の見学や展示物を 徒歩で回るツ アーを 開催。
芝浦港南地区総合支所管理課（ 港
南いき いき プラ ザ）

４ 回、 62人

1-1 絵画等展示
絵画を 在住・ 在勤者から 募集し 、 区民保養施設大平台みな と 荘（ 区民
ギャ ラ リ ー） に展示。

地域振興課 13点展示

1-1 みなと 区民まつり
人と 人と の交流を 深め、 ふれあいの輪を 広げる こ と を 目的と する 港区最
大のイ ベン ト 。 港区芝公園一帯で 、 区内で 活動する 団体の出展・ 出演
や、 文化芸術団体等によ るステージパフ ォ ーマンス、 パレ ード を 開催。

地域振興課（ 公益財団法人港区ス
ポーツふれあい文化健康財団）

中止

1-1 梅まつり
区内の梅の名所である 都立芝公園梅林で、 琴の調べを 聞き ながら 、 野点
茶会を 楽し むイ ベント を 開催。

地域振興課（ 公益財団法人港区ス
ポーツふれあい文化健康財団）

２ 日間、 571人

1-1 子ども のびのび書展
小学生ま での子ど も たち の発想力を 大切にし た自由な書道の展示会を 開
催。

地域振興課（ 公益財団法人港区ス
ポーツふれあい文化健康財団）

228点応募
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-1 ロ ビーコ ンサート
区役所１ 階ロ ビ ーで、 区内で活動し ている 音楽愛好家の皆さ んによ る コ
ン サート を 定期的に開催し 、 誰も が身近に生演奏を 鑑賞する 機会を 提
供。

国際化・ 文化芸術担当 ７ 回、 760人

1-1 「 やさ し い日本語」 推進
外国人にと っ て分かり やすく 表現し た「 やさ し い日本語」 を 推進する こ
と によ り 、 外国人と 日本人の交流を 促進。

国際化・ 文化芸術担当 17回、 751人

1-1
地域で 育む日本語学習支援
プロジェ ク ト

日本語学習を き っ かけと し た 外国人の地域参画と 協働を 推進する ため
に、 外国人の日本語学習を 支援。

国際化・ 文化芸術担当 17回、 273人

1-1 Ki ssポート 講座
文化芸術の専門家やアーテ ィ スト を 講師に招き 、 と も に学びつく り 上げ
る参加・ 体験型のレ ク チャ ーやワーク ショ ッ プを 開催。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

７ 回、 783人

1-1 音楽のさ んぽ道
敷居が高いと 思われがち なク ラ シッ ク コ ン サート を 、 区民セン タ ーや病
院、 お寺など を 会場と し て開催する と と も に、 大学生を 中心と し た若手
音楽家に発表の場を 提供。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

４ 回、 567人

1-1 ふれあい親子コ ンサート
未就学児に⾳楽に触れる 機会を 提供する た め、 親⼦で 参加で き る コ ン
サート を 開催。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

２ 回、 697人

1-1 ふれあいアート
保育園や幼稚園等にプ ロ のアーテ ィ スト を 派遣し 、 音楽やダン ス、 造形
等の文化芸術を 体験でき るプログラ ムを 実施。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

57園、 2, 050人

1-1
Ki ssポート ク ラ シ ッ ク コ ン
サート

オーケスト ラ の演奏や区民中心で結成さ れたミ ナト シティ コ ーラ スの合
唱を 通じ 、 区民に芸術性の高い音楽鑑賞の機会を 提供。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

１ 回、 1, 601人

1-1 学校音楽等芸術教室
小・ 中学生が身近に芸術に触れる 機会を 提供する ため、 学校において、
様々なジャ ンルの音楽や伝統芸能の鑑賞会、 ワーク ショ ッ プを 実施。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

10校

1-1
地域で 共に生き る 障害児・
障害者アート 展

障害者への理解促進を めざ し 、 区内の障害者施設で制作し た作品や障害
児( 者) が描いた絵画等を 美術館等で展示。

障害者福祉課 中止

1-1
港区公式SNS（ Twi t t er ・
Facebook・ I nst agr am等）
の活用

必要な情報を 必要な人に的確に届ける ため、 分野や地域ごと にイ ベン ト
や地域のでき ごと 、 防災や環境美化など様々な話題を SNSで配信。

区長室
９ 公式アカ ウン ト 、 18, 996
人（ 利用登録者数）

1-1 フ ェ スティ ばるーん
社会教育関係団体が、 舞台発表、 活動体験、 展示発表等を 行い、 学びの
成果を 発表。

生涯学習スポーツ振興課（ 生涯学
習センタ ー）

１ 回、 26, 130人
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-1 協働参画事業
生涯学習セン タ ーの利用団体が、 区民向けに、 手軽に参加でき る 講座を
協働で企画・ 実施する 事業です。 生け花、 社交ダン ス、 く みひも などを
通じ て文化・ 芸術に触れる機会を 提供。

生涯学習スポーツ振興課（ 生涯学
習センタ ー）

16回、 226人

1-1 出張図書館行事
特別養護老人ホームなどにおいて、 出張図書館行事を 開催し 、 絵本や文
学作品な ど の朗読・ 映画の上映・ う た ご え を 行い、 障害者や高齢者な
ど、 図書館に来ら れない方が文化に触れる機会を 創出。

図書文化財課 ２ 件、 22人

1-1
来館困難な 利用者への資料
提供

図書館への来館が困難な区内在住の高齢者や障害者（ 区内高齢者施設入
所者を 含む） 等に区立図書館所蔵の図書資料を 宅配。

図書文化財課 19人（ 利用登録者数）

1-1 みなと 子ども 読書月間
子ど も 読書週間にち なみ、 子ど も と 保護者を 対象に、 おはなし 会、 英語
のおはなし 会、 昔話、 民話のかたり べの会、 人形劇等、 家族で楽し みな
がら 本に親し む機会を 提供。

図書文化財課（ みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 高輪図書館分
室、 港南図書館）

1, 574人

1-1 調べる学習支援
小学生を 対象に、 疑問に思っ たこ と を 図書館資料を 使い調べる 学習講座
やコ ン ク ールを 開催。

図書文化財課（ みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 高輪図書館分
室、 港南図書館）

35回、 882人

1-1 子ども 会
夏休みや冬休みに、 子ども （ 親子） を 対象に、 図書と 関連付けた内容の
移動プラ ネタ リ ウムやワーク ショ ッ プなどを 開催し 、 関連資料を 展示。

図書文化財課 ( みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 高輪図書館分
室、 港南図書館

87回、 2, 853人

1-1 映像事業
良質な映像作品を 図書館利用者が享受する 場を 提供し 、 映像文化の振興
のため、 映画会、 音楽鑑賞会、 音楽評論家を 囲む会を 開催。

図書文化財課（ みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 港南図書館）

157回、 4, 641人

1-1 朗読会
文化の振興のため、 区民を 対象にプ ロ （ アナウン サーなど ） や声の図書
奉仕者による文学作品などの朗読会を 開催。

図書文化財課（ みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 港南図書館）

７ 回、 116人

1-1 講座・ 講演会
日々の暮ら し や仕事に関する 課題解決支援、 多様な学びの機会を 講演会
や講座を 開催し 提供し ます。

図書文化財課（ みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 港南図書館）

90回、 2, 198人

1-1 ブッ ク スタ ート 事業
保護者に赤ち ゃ んと 絵本を 聞く 喜びや大切さ を 実感し ても ら う ため、 読
み聞かせの実演や区立図書館事業の紹介後に絵本を 提供。

図書文化財課( みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 高輪図書
館、 高輪図書館分室、 港南図書
館）

1, 493組
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-1
郷土歴史館夏休み学習会、
親子学習会

文化財を 身近なも のと し て親し み、 理解する ため、 子ども や親子を 対象
と し た事業を 開催。

図書文化財課（ 郷土歴史館） ４ 回、 74人

1-1
学校教育における 食文化の
理解の推進

食文化の次世代への継承のため、 節句や日本料理の型の理解、 和食器や
マナーの体験等を 通じ て、 小・ 中学生が日本の食文化について、 学校や
家庭の中で学び、 理解を 深める取組を 推進。

学務課 311人

1-1
文化連合行事： 幼稚園人形
劇鑑賞

幼児期における 豊かな情操を 培う ため、 幼稚園児を 対象に、 専門家が操
る芸術性の高い人形劇を 直接鑑賞する機会を 提供。

教育指導担当 ３ 日間、 714人

1-1

文化連合行事： 東京都小学
校連合学芸会、 港区小学校
連合作品展、 東京都公立学
校連合作品展

区内の児童・ 生徒が都内・ 区内の文化行事への出展・ 参加する こ と で、
豊かな個性や創造力を 発揮する 機会と する と と も に、 互いに交流でき る
機会を 充実。

教育指導担当 ２ 回、 約600点

1-1
文化連合行事： 中学校音楽
交歓会

区立中学校生徒によ る 演奏会を 開催する こ と で、 日頃の音楽教育の成果
を 発表し 合い、 その喜びを 味わう と と も に、 より よい鑑賞態度を 育成。

教育指導担当 １ 回、 329人

1-1 音楽鑑賞教室
小・ 中学生を 対象に、 音楽の授業の一環と し て音楽ホールでのプロ の楽
団によ る 鑑賞の機会を 設け、 音楽を 愛好する 心情・ 態度を 培い、 広い視
野から 音楽を 学び、 鑑賞者と し ての態度を 育成。

教育指導担当 ２ 回、 2, 023人

1-1 星空コ ンサート プラ ネタ リ ウムの星空の中、 生演奏によ るコ ンサート を 実施。 教育指導担当（ みなと 科学館） 新規

1-2 麻布ジャ パニーズク ラ ス
区に在住、 在勤する 外国人を 対象に、 日本語及び文化を 教え る と と も
に、 講座を 通じ て区民センタ ーの存在を 周知。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布区
民センタ ー）

６ 回、 37人

1-2 ド イ ツ語・ 文化交流講座
地域における 国際交流の輪を 広げていく ため、 港区国際交流協会及びド
イ ツ大使館と 連携し 、 講演会及び参加型ワーク ショ ッ プを 開催。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布区
民センタ ー）

１ 回、 53人

1-2 アート スケープ展 都内近郊イ ンタ ーナショ ナルスク ール在校生による造形作品展を 開催。
麻布地区総合支所管理課（ 麻布子
ども 中高生プラ ザ）

13日、 4, 962人

1-2 AZABU　 WORLD　 FESTA
国際色豊かな地域の特性を 生かし 、 外国人を はじ め子ども から 高齢者ま
で楽し めるイ ベント を 麻布地区の歴史・ 文化資源を 活用し ながら 実施。

麻布地区総合支所協働推進課 ２ 回、 158人

1-2 国際交流
児童、 保護者、 地域住民を 対象に、 一つの国を テ ーマに、 国の紹介と そ
の国にちなんだ遊びを 提供。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂子
ども 中高生プラ ザ）

３ 回、 291人

1-2 こ と さ ん
琴及び三味線を 通じ て、 子ども たち が日本の伝統音楽文化に触れ、 親し
む機会を 創出。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂子
ども 中高生プラ ザ）

５ 回、 66人
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-2
赤坂・ 青山 Ｍｅ ｅ ｔ ｕ ｐ
プロジェ ク ト

大使館、 地域団体( 町会・ 自治会等) 等の地域資源を 活用し て、 日本人と
外国人が地域の魅力や課題について一緒に考える講座を 実施。

赤坂地区総合支所協働推進課 ２ 回、 48, 023人

1-2
触れよ う ！始めよ う ！和の
楽器

和楽器に触れるこ と から はじ める伝統芸能入門講座を 実施。
芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦港南区民センタ ー）

５ 回、 60人

1-2
「 和のこ こ ろ 」 香道で あそ
ぶ（ 四季） ・ 落語から ま な
ぶ

日本の伝統文化や伝統芸能に触れる体験講座を 実施。
芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦港南区民センタ ー）

７ 回、 143人

1-2
「 和と エコ 」
苔玉作り ・ 古布活用ぞう り
作り

日本の伝統文化や伝統芸能に触れる 、 環境に配慮し た手づく り 体験講座
を 実施。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦港南区民センタ ー）

５ 回、 99人

1-2 和太鼓・ 民舞プログラ ム
日本古来の文化を 伝承する こ と を 目的に、 和太鼓や民舞を 幼児教育のプ
ログラ ムと し て実施し 、 園行事の機会にその成果を 発表。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦アイ ラ ンド こ ども 園）

１ 回、 270人

1-2 異文化交流プログラ ム
子ど も 達や高齢者を 対象に、 各国ゲスト によ る 自国についての紹介など
海外の文化や歴史等について学ぶプ ロ グラ ムや、 英語を 通じ たゲームや
遊びのプログラ ムを 実施。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦アイ ラ ンド 児童高齢者交流プラ
ザ）

12回、 123人

1-2 六本木アート ナイ ト
六本木のま ち を 舞台と し たア ート の祭典「 六本木ア ート ナイ ト 」 が一
層、 子ど も ・ 高齢者・ 障害者・ 外国人に配慮さ れ、 区民に親し まれる 内
容と なるよう 、 運営に参画。

国際化・ 文化芸術担当 ２ 日間、 80万人

1-2 国際文化紹介展示
国際交流を 身近に捉える 機会を 創出する ため、 区内に立地する 大使館等
と 連携し 、 各国や地域の文化等を 紹介する パネル、 写真、 民芸品などを
区役所ロビー等で展示。

国際化・ 文化芸術担当 ４ 回

1-2 大使館等事業協力実施支援
区内に立地する 大使館等主催のコ ン サート 、 展覧会など区民と の交流イ
ベント の開催について、 会場提供や広報協力を 実施。

国際化・ 文化芸術担当 ８ 回

1-2 大使館等実務者連携会議
大使館等と の連携を 一層深める ため、 区内に立地する 大使館等で実務に
携わる 職員と 区職員が、 区政に関する様々な課題について意見を 交換。

国際化・ 文化芸術担当 ２ 回、 63大使館等

1-2
国際友好広場（ みなと 区民
まつり ）

みなと 区民ま つり において、 区内に立地する 大使館等と 連携し 、 区民が
各国や地域の文化、 歴史や観光等の魅力を 直接体験する こ と がで き る
「 国際友好広場」 を 開催。

国際化・ 文化芸術担当 中止

1-2 北京市朝陽区書画交流展
北京市朝陽区と 区在住の高齢者及び小・ 中学生の書画作品を 交換し 、 お
互いの地域で展示する書画交流展を 開催。

国際化・ 文化芸術担当 ２ 回
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-2 東京国際映画祭
東京国際映画祭の地域委員会と し て「 みなと 委員会」 を 設置し 、 六本木
周辺の清掃活動を 行う 「 みなと ク リ ーン アッ プ」 や区内各地での上映会
「 みなと シネマフ ェ スティ バル」 等を 開催。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

８ 日間、 2, 539人
（ みなと 委員会主催事業）

1-2 WELCOME港区！の推進
旅行者を 受け入れる 人々、 訪れる 人々双方に、 互いの習慣や文化を 理解
し 寛容の心を 深めても ら う ための２ 種類の冊子を 配布。

観光政策担当 8, 000部作成

1-2 ワールド フ ェ スティ バル
大使館等や商店街、 企業と 連携し 、 大使館等周遊スタ ン プ ラ リ ーや様々
な国の文化に触れら れる イ ベン ト 等を 開催し 、 来街者の区内の周遊・ 回
遊を 促進。

観光政策担当 96店舗、 45大使館等

1-2 大使館等と 連携し た事業
大使館や各種関係団体と 連携し 、 男女平等参画に関する 講座や講演会を
開催。

人権・ 男女平等参画担当（ 男女平
等参画センタ ー）

中止

1-2 大使館等と 連携し た活動
利用者の国際理解を 深める ため、 大使館等職員によ る 自国文化の紹介や
語学の講座、 英語による 読み聞かせなどを 実施。

図書文化財課（ みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 港南図書館）

２ 回

1-3 地域情報誌（ 紙） の発行
地域コ ミ ュ ニテ ィ 活性化を めざ し 、 各地区の区民が参画し 、 地域のイ ベ
ン ト や文化財な ど 地域な ら で はの情報を 取材・ 紹介す る 地域情報誌
（ 紙） を 発行。

各総合支所協働推進課 20回発行

1-3 芝BeeBee' sプロジェ ク ト
芝地区内で のミ ツ バチ の飼育や、 そこ で 採れた ハチ ミ ツ の活用を 通じ
て、 地域の人々の交流を 図る ため、 芝地区総合支所独自の養蜂事業を 実
施。

芝地区総合支所協働推進課 ５ 回、 790個（ 販売）

1-3
芝 歴史・ 文化・ 交流ア カ
デミ ー～歩く ・ 見る ・ 学ぶ
「 芝」 ～

芝会議「 ま ち の魅力発掘部会」 に参画する 区民が主体と なり 、 芝地区の
魅力の発掘・ 発信・ 創造を 目的に、 芝地区の歴史、 史跡等を 伝える 「 ま
ち 歩き ツ アー」 や「 区民向け講座」 を 開催。 また、 ま ち 歩き ツ アーや講
座の運営を 担う 人材を 発掘・ 育成する ために「 芝の語り 部養成講座」 を
開催。

芝地区総合支所協働推進課 39回、 744人

1-3 Ａ ｒ ｃ  Ｉ ｓ ｌ ａ ｎ ｄ  竹芝
竹芝エリ アに関わる 多様な主体が連携し 、 区民が島嶼部を 身近に体感で
き る イ ベン ト や、 竹芝、 島嶼地域の文化に触れる 体験ツ アーなど、 地域
の魅力を 発信し にぎわいを 創出する事業を 実施。

芝地区総合支所協働推進課 新規

1-3
麻布の名所・ 歴史探訪（ ま
ち 散歩）

「 あざ ぶ達人倶楽部」 の卒業生を ガイ ド 訳に迎え、 座学・ 歩学の講座を
開設し 地域の名所・ 歴史・ 文化など 豊かな国際性を 基に魅力を 語り 伝え
る活動を 支援。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布区
民センタ ー）

４ 回、 29人
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-3
み ん な で ま ち を よ く す る
「 ミ ナヨ ク 」

「 麻布地区を みんなでよ く する 地域活動」 に興味がある 在住・ 在勤・ 在
学者等を 対象に 、 地域に 愛着を 持っ て 地域活動を 行う 「 地域サポー
タ ー」 と し て活躍する 人材を 発掘・ 育成し 、 新し い地域のつながり を 構
築。

麻布地区総合支所協働推進課 12回、 77人

1-3 AZABU 愛 CONTACT
地域事業で培っ てき た地域の人材を 活用する と と も に、 「 ミ ナヨ ク 」 修
了生や麻布未来写真館、 あざぶ達人ラ ボと の連携を 図り 、 麻布地区の地
域事業の集大成と なるイ ベント を 実施。

麻布地区総合支所協働推進課 新規

1-3
麻布の魅力探訪事業～あざ
ぶ達人ラ ボ～

麻布の歴史・ 文化等の魅力を 伝える 公開セミ ナーや、 こ れまでの参加者
による まち歩き を 実施するなど、 麻布の魅力を 学ぶ機会を 提供。

麻布地区総合支所協働推進課 ８ 回、 186人

1-3
麻布未来写真館～次世代で
つなぐ 麻布の記憶～

区民参画のワーク ショ ッ プ （ 分科会活動） によ り 、 麻布地区の昔の写真
等を 収集する と と も に、 定点写真を 撮影し 、 麻布のま ち の変化を パネル
と し て保存し 、 パネル展を 開催。

麻布地区総合支所協働推進課 12回、 97人

1-3
（ 仮称） 自治体間交流～あ
ら た な はっ け ん あ ら た な
き ずな～

自然や農業、 伝統文化な ど を 体験で き る 交流事業を 実施する こ と によ
り 、 児童の健全な育みを 促すと と も に他自治体への関心が深ま る 取組を
実施。

麻布地区総合支所協働推進課 ３ 回、 117人

1-3
子ど も 地域間交流事業～離
れていても 心は一つ！～

お互いの地域への愛着を 深め合い、 育ち 合う こ と で、 交流を 未来につな
いで いく ため、 赤坂・ 青山地域にゆかり のある ま ち の子ど も たち と 文
化・ 地域交流を 実施。

赤坂地区総合支所協働推進課 ４ 回、 164人

1-3
赤 坂 ・ 青 山 魅 力 “ 知 伝
活” 事業

区民自ら が講座やワーク ショ ッ プ を 通し て地域の魅力を 「 知り 」 、 Ｉ Ｃ
Ｔ を 「 活用し た」 効果的な情報発信の方法を 検討し 、 区民目線の新たな
地域の魅力を 広く 「 伝える」 こ と で、 地域への愛着を 醸成。

赤坂地区総合支所協働推進課 新規

1-3 私が語る高輪今昔物語
区民参画メ ン バーがこ れま で収集し てき た写真等を 活用し た高輪の今昔
物語を 制作し 、 児童館やいき いき プ ラ ザ等での出前講座やまち 歩き を 実
施。 制作し た物語を 動画で配信し 、 高輪地区の魅力を 広く 発信。

高輪地区総合支所協働推進課 ７ 回

1-3 高輪情報局
町会・ 自治会や商店会など が実施する イ ベン ト 情報や日常の地域活動を
区で収集し 、 高輪地区内に新たに設置する デジタ ルサイ ネージや既存の
媒体を 活用し て発信。

高輪地区総合支所協働推進課 新規

1-3
みな と パーク 芝浦ふれあい
交流事業

みなと パーク 芝浦の共用部である アト リ ウム、 区民ギャ ラ リ ー、 区民協
働ス ペース 等を 、 地域における 世代間交流の場と し て 提供する と と も
に、 伝統文化交流館等と 連携し たコ ミ ュ ニティ 活性化事業を 実施。

芝浦港南地区総合支所管理課 中止

1-3
ベ イ エ リ ア ・ ミ ュ ー ジ ッ
ク ・ バンク

音楽活動に取り 組む地域の個人・ グループ（ アマチュ ア） を 募集・ 登録
し 、 町会など 地域団体が実施する イ ベン ト 、 総合支所主催の事業などに
紹介・ 出演するこ と で、 アマチュ ア演奏家に発表の機会を 提供。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦港南区民センタ ー）

38団体登録
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-3
伝統文化交流館の活用・ 各
種事業

港区指定有形文化財である 「 旧協働会館」 を 、 伝統文化の継承や、 伝統
文化を 通じ たコ ミ ュ ニティ 形成・ 交流の場と なる 「 伝統文化交流館」 と
し て活用。 落語など の公演や、 地域の歴史講座、 日本の伝統文化に触れ
るワーク ショ ッ プ等を 実施。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 伝
統文化交流館）

開館前

1-3
歴史と 文化がつな ぐ 地域交
流事業

地区の歴史を ひも 解き 、 共通する テ ーマを 掘り 下げていく 中で生ま れた
秋田県にかほ市と 福島県柳津町と のつながり を 生かし 、 子ども を はじ め
と し た住民同士が交流し 、 お互いの伝統文化など に触れる こ と で、 地域
の魅力や歴史を 理解する 機会を 提供。

芝浦港南地区総合支所協働推進課 ３ 回、 96人

1-3 お台場海苔づく り
地域への愛着を 醸成し 、 地域文化の継承につなげる ため、 お台場学園港
陽小学校５ 年生の総合的な学習の時間に実施し ている 海苔の育成を 通じ
て、 お台場の海苔の歴史などを 学習。

芝浦港南地区総合支所協働推進課 12回、 約500人

1-3
夏みかんマ ーマ レ ード づく
り

コ ミ ュ ニテ ィ づく り や地域の魅力PRにつなげる ため、 地域の方々が中心
と なっ て、 運河沿いに自生する 「 夏みかん」 を 収穫し 、 収穫し た夏みか
んを 使っ たマーマレ ード づく り を 実施。

芝浦港南地区総合支所協働推進課 ２ 回、 43人

1-3 みずまちプロデュ ース事業
地域の方々の水辺への愛着と 理解を 深める ため、 区民と 協働し 、 ま ち 歩
き 等のイ ベン ト を 開催。 ま た、 運河や海辺の活用を 図り 、 誰も が安ら ぎ
を 感じ 、 憩いの場と し て人々が集える環境づく り を 推進。

芝浦港南地区総合支所協働推進課 ２ 回、 124人

1-3
SKDs学びのま ち プ ロ ジ ェ ク
ト

若年層を 対象に企業や大学等と 連携し 、 地域活動や地域コ ミ ュ ニテ ィ に
関す る 意識を 高め、 地域の魅力等に つ い て 学ぶた めの講座やワ ーク
ショ ッ プ を 実施。 講座等を 通じ て、 地域活動やボラ ン ティ ア活動を 行う
人材の育成を 支援。

芝浦港南地区総合支所協働推進課 新規

1-3
運河に架かる 橋り ょ う のラ
イ ト アッ プ

芝浦港南地区の貴重な 地域資源で ある 水辺空間の更な る 魅力向上のた
め、 先進の景観照明デザイ ン を 手掛ける デザイ ナーの協力を 得ながら 、
橋り ょ う 及びモニュ メ ン ト 等のラ イ ト アッ プを 実施。

芝浦港南地区総合支所まち づく り
課

３ 件

1-3
港 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 情報 誌
「 キスポート 」

月１ 回、 各地域で活動し ている 団体等のイ ベン ト 情報や会員の募集、 ス
ポーツ ・ 健康・ 生涯学習・ ふれあい事業、 文化鑑賞事業の開催等の情報
を 提供。

地域振興課（ 公益財団法人港区ス
ポーツふれあい文化健康財団）

14回発行、 130, 000～
135, 000部/回

1-3
ミ ナコ レ （ MI NATO
COLLECTI ON）

区と 区内の美術館・ 博物館等が連携し 、 人々の回遊性を 高める ためのス
タ ンプラ リ ー等を 実施。

国際化・ 文化芸術担当 43日間、 1, 123人

1-3 みなと アート ナビ
文化芸術活動の情報収集・ 発信サイ ト で、 区内で文化芸術活動を 行う 方
や区内の文化芸術施設の公演、 展示会等の情報を 発信。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

32, 173件（ 閲覧件数）
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-3 歴史観光資源の活用・ 促進

区内にある 歴史観光資源を 活用し 、 歴史スポッ ト を 巡る 謎解き （ 又はク
イ ズ） スタ ン プ ラ リ ーを 実施。 子供から 高齢者ま で楽し める イ ベン ト を
行う こ と で、 歴史観光資源の知識を 深める と と も に、 観光客や再訪者の
周遊・ 回遊を 促進。

観光政策担当
２ 回、 1, 947人（ 歴史フ ォ ー
ラ ム）

1-3
地場産業・ 伝統工芸品産業
の保護・ 育成

日常生活に密着し たかたち で歴史と 風土の中で育まれ、 今日ま で受け継
がれてき た伝統工芸の保護及び育成のため、 各施設やイ ベン ト での展示
等を 行い、 伝統工芸に興味関心を 持っ ても ら う ための機会を 創出。

観光政策担当 17日間

1-3
一般社団法人港区観光協会
のホームページ における 観
光情報発信

一般社団法人港区観光協会のホームページにおいて、 史跡、 坂、 美術館
などの情報を 提供。

観光政策担当 482, 631件（ アク セス数）

1-3 港区史・ 教育史編さ ん

区政70周年を 契機に、 区の歴史を 振り 返り 、 区民と と も に永く 語り 継い
でいく ため、 昭和54年５ 月刊行の「 新修港区史」 、 昭和62年２ 月刊行の
「 港区教育史（ 上・ 下巻） 」 及び平成９ 年９ 月刊行の「 港区教育史資料
編」 を デジタ ル化すると と も に、 新たな港区史・ 教育史を 編さ ん。

総務課、 教育長室 ３ 回（ 委員会開催）

1-3 歴史・ 文化資源の保全
区内に所在する 歴史的価値のある 資料などを 文化財と し て指定や登録を
行い、 文化財保護の意識の啓発や普及を 行う と と も に、 次世代に継承し
ます。

図書文化財課 ４ 件指定

1-3
港 区 ゆ か り の 人物 デ ー タ
ベース

地域への愛着を 深め、 郷土史への関心を 高める ため、 文化、 芸術の世界
で活躍し た人物の足跡を 区ホームページなど で紹介する 「 港区ゆかり の
人物」 データ ベースを 拡充。

図書文化財課  135人

1-3
自然・ 歴史文化資源のデジ
タ ル形式の保存と 公開

区内の自然・ 歴史文化資源に、 誰も が容易にかつ楽し く 触れる こ と がで
き る よ う 、 文化財や郷土資料の画像を デジタ ル形式で保存し 、 イ ン タ ー
ネッ ト を 通じ た公開を 推進すると と も に、 コ ンテンツを 拡充。

図書文化財課  100件

1-3
郷土資料の調査・ 研究・ 収
集活動の推進

区の歴史・ 文化を 語る 上で 不可欠のキーワード で ある 「 海・ 都市・ ひ
と 」 を 基に設定し た郷土歴史館のテ ーマに沿っ て、 区の歴史・ 文化に関
わる 資料の調査・ 研究・ 収集活動を 進める と と も に、 新たにテ ーマと し
て加えた自然史関係資料の調査・ 研究・ 収集活動を 推進。

図書文化財課  75, 705点（ 郷土資料数）

1-3
伝統工芸等の記録によ る 保
存と 継承手法の検討

長い歴史の中で伝えら れてき た伝統工芸等が後世に受け継がれていく よ
う 、 関係機関や地域住民と も 協働し 、 記録を 作成する と と も に、 技術継
承の手法等を 検討。

図書文化財課  実施

1-3 生涯学習施設と の連携強化
専門図書館や美術館・ 博物館等専門性の高い外部組織と 連携し 、 学習意
欲の高度化・ 専門家に応えるための講演会等を 実施。

図書文化財課（ みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 高輪図書館分
室、 港南図書館）

15回、 298人
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

1-3 平和映画会 戦争の悲劇や平和の大切さ を 伝える映画の上映会を 開催。

図書文化財課（ みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 高輪図書館分
室、 港南図書館）

６ 回、 229人

1-3 16ｍｍフ ィ ルム映写会 区が所有し ている貴重な16ｍｍフ ィ ルムの上映会を 開催。

図書文化財課（ みなと 図書館、 三
田図書館、 麻布図書館、 赤坂図書
館、 高輪図書館、 高輪図書館分
室、 港南図書館）

２ 回、 123人

1-3
港 区 ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ ト
ワーク

区の文化・ 芸術の振興に資する 組織と し て、 区内に所在する 博物館施設
が加盟し 、 連携を 深め、 区の歴史・ 文化の情報を 発信。

図書文化財課（ 郷土歴史館） 35館（ 加盟館）

1-3 郷土歴史館特別展・ 企画展
区の歴史・ 文化に関する 調査、 研究の成果や館所蔵資料の展示を 通じ て
紹介。

図書文化財課（ 郷土歴史館） ５ 回、 13, 124人

1-3 郷土歴史館各種事業
文化財を 身近な も のと し て 親し み、 理解する た め、 区の歴史に関する
様々な講座を 開催し ま す。 あわせて、 来館促進や地域連携等を 推進する
ためのワーク ショ ッ プやイ ベント を 開催。

図書文化財課（ 郷土歴史館） 153回、 4, 559人

2-1
芝 de Meet The Ar t ～ア ー
ト に親し むまち、 芝～

屋外ト ラ ン スボッ ク ス（ 地上配電機器） に区民等から 募集し た作品を 展
示する と と も に、 ワーク ショ ッ プ を 開催し 、 まち にアート と ふれあえる
環境を 創出し 、 ま ち のイ メ ージの向上や、 アート を 通じ た多様な主体間
の交流を 促進。

芝地区総合支所管理課 ３ 点掲示

2-1
麻布区民セン タ ーふれあい
まつり

利用団体の活動の紹介や成果を 発表する 「 場」 を 提供し 、 団体相互や地
域住民と の交流を 促進。

麻布地区総合支所管理課（ 麻布区
民センタ ー）

２ 日間、 1, 716人

2-1
赤坂・ 青山多世代交流促進
事業

管内の保育園、 幼稚園、 小・ 中学校、 子ども 中高生プ ラ ザ、 いき いき プ
ラ ザ、 町会・ 自治会等と 連携し 、 各施設の活動の発表やワーク ショ ッ プ
等を 開催。

赤坂地区総合支所管理課 新規

2-1 赤坂コ ミ ュ ニティ まつり
利用団体の活動の紹介や成果を 発表する 「 場」 を 提供し 、 団体相互や地
域住民と の交流を 促進。

赤坂地区総合支所管理課（ 赤坂区
民センタ ー）

２ 日間、 1, 301人

2-1 赤坂・ 青山子ども 共育事業

地域の特性・ 人材を 活用し た子ど も 向けの講座の実施、 赤坂・ 青山共育
情報局の運営を 通じ て、 企業・ 団体・ 住民が主体的に地域の子ども 向け
事業に取り 組む仕組みを 構築。 ま た、 親子で参加でき る 講座を 行う こ と
で、 多世代間交流の機会を 創出。

赤坂地区総合支所協働推進課 ９ 回、 118人

15



施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

2-1 赤坂でつながり 隊
地域にある 町会・ 自治会、 商店会、 地域活動団体、 Ｎ Ｐ Ｏ 、 サーク ル、
大学、 企業等の“ つながり （ コ ミ ュ ニテ ィ ） ” を 深め、 情報や機会、 資
源を 分かち合えるよう な交流イ ベント を 実施。

赤坂地区総合支所協働推進課 新規

2-1 潮展展示会
みなと パーク 芝浦内の区民ギャ ラ リ ーを 利用し 、 障害者週間に合わせ、
管内にある障害者のための事業所の利用者が作成し た作品を 展示。

芝浦港南地区総合支所管理課 １ 回

2-1 レ イ ンボーコ ンサート
区民に危機管理に関心を 持っ ても ら う ため、 行政機関によ る 防災・ 防犯
に関する 講演会と 、 地域の音楽グループ と のコ ラ ボレ ーショ ン コ ン サー
ト を 開催。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦港南区民センタ ー、 台場区民セ
ンタ ー）

中止

2-1 芝浦港南ふれあいまつり
利用団体の活動の紹介や成果を 発表する 「 場」 を 提供し 、 団体相互や地
域住民と の交流を 促進。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦港南区民センタ ー）

２ 日間、 2, 600人

2-1 お台場夏まつり
利用団体の活動の紹介や成果を 発表する 「 場」 を 提供し 、 団体相互や地
域住民と の交流を 促進。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 台
場区民センタ ー）

２ 日間、 4, 000人

2-1 ブリ ッ ジフ ェ スタ
芝浦・ 港南・ 台場にある 各施設が合同で、 地域で活動し ている 団体が歌
や演奏、 民謡、 踊り を 発表し 、 交流。

芝浦港南地区総合支所管理課（ 芝
浦アイ ラ ンド 児童高齢者交流プラ
ザ、 港南いき いき プラ ザ）

中止

2-1
水辺のま ち サーキュ ラ ーＬ
Ａ Ｂ .

運河の魅力を 高め身近に感じ ても ら い、 水質など 環境改善に向けた気運
を 醸成する た めに、 地区内の企業、 大学、 町会・ 自治会等と 連携し 、
サーキュ ラ ーエコ ノ ミ ーの視点を 取り 入れた文化芸術等の取組を 実施。

芝浦港南地区総合支所協働推進課 新規

2-1 文化芸術ネッ ト ワーク 会議

区内の文化芸術活動団体や文化芸術施設、 企業、 国際交流団体、 大学、
観光振興団体など 、 文化芸術に関わる 区内の多様な主体が参加、 交流で
き る 場を 設け、 自発的な連携によ り 新たな文化芸術が創造さ れる 機会を
充実。

国際化・ 文化芸術担当 ２ 回、 110団体

2-1
“ 社会を 明る く する 運動”
みなと 区民の集い

“ 社会を 明る く する 運動” の一環と し て、 区立中学校生徒によ る 演奏・
演技、 親子で楽し むプロ によるク ラ シッ ク コ ンサート を 実施。

保健福祉課（ ” 社会を 明る く する
運動” 港区推進委員会）

１ 回、 約300人

2-1
“ 社会を 明る く する 運動”
港区作文コ ンテスト

“ 社会を 明る く する 運動” の一環と し て、 小・ 中学生を 対象と し た作文
コ ンテスト を 実施。

保健福祉課（ ” 社会を 明る く する
運動” 港区推進委員会）

1, 034点応募

2-1
青少年健全育成大会i n六本
木

“ 社会を 明る く する 運動” の一環と し て、 区の小学校の児童等が演奏や
演技等を 披露。

保健福祉課（ ” 社会を 明る く する
運動” 港区推進委員会）

１ 回、 約1, 000人

2-1 長寿を 祝う 集い
区内在住の75歳以上の高齢者を 対象に、 式典のほか、 芸能人、 老人ク ラ
ブ会員による演芸を 実施。

高齢者支援課 １ 回、 2, 604人
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2-1
みな と ほほえ み月間（ 老人
保健福祉月間）

高齢者のいき がいや外出機会の確保のため、 ボラ ン テ ィ ア団体や区内民
間事業者、 港区ミ ュ ージアムネッ ト ワーク 加盟館など の協力を 得て、 演
劇や音楽鑑賞、 ミ ュ ージアム巡り など、 様々な催し を 企画。

高齢者支援課 ４ 事業、 270人

2-1 介護予防フ ェ スティ バル
区が養成し た介護予防リ ーダーや介護予防サポータ ーが主体と なり 、 介
護予防に関する 活動の情報交換や普及・ 啓発を 行う と と も に、 各種文化
活動の体験ができ る機会を 提供。

高齢者支援課 １ 回、 1, 155人

2-1
高齢者を 対象と し た区民向
け事業

高齢者に関する 相談支援に加え、 介護予防などを 目的に、 名所等を めぐ
るまち 歩き や折り 紙、 大人の塗り 絵などを 実施。

高齢者支援課（ 高齢者相談セン
タ ー（ 地域包括支援センタ ー） ）

12回、 219人

2-1
みんな と オレ ン ジ カ フ ェ 事
業

認知症の人やその家族など を 対象に、 音楽交流会やパステ ル・ 色鉛筆に
よる作品づく り 、 自主活動グループを 招いての音楽会等を 実施。

高齢者支援課 ２ 回、 33人

2-1
障害者週間記念事業「 と も
に生き るみんなの集い」

障害者に対する 理解の促進、 差別の解消を 目的と し て、 皆さ んでと も に
考え、 区民団体によるパフ ォ ーマンス等を 楽し む事業を 開催。

障害者福祉課 １ 回、 400人

2-1 障害者週間ポスタ ー原画展
障害の有無にかかわら ず、 その人ら し さ を 認め合いながら と も に生き る
社会の実現に向けて 、 「 障害者週間記念事業」 のポス タ ー原画を 募集
し 、 区有施設等で展示。

障害者福祉課 23日間

2-1
開発事業に係る 定住促進指
導

「 港区開発事業に係る 定住促進指導要綱」 の規定に基づき 「 生活に便利
な施設」 と し て、 図書館、 資料館、 美術館等を 付置。

住宅課 実施

2-1 交通安全のつどい
秋の交通安全運動期間に先がけ、 区と 区内の６ 警察署など が合同で協力
し 合い、 交通安全意識の高揚を 目的に、 交通安全教室に加え、 音楽家や
落語家などを 招き 開催。

地域交通課 １ 日間、 約400人

2-1
交通安全ポス タ ーコ ン ク ー
ル

区民に交通安全について理解と 関心を 高めても ら う ため、 毎年、 小・ 中
学生から 交通安全ポスタ ーを 募集。

地域交通課 313点応募

2-1
エ コ プ ラ ザで の環境学習の
推進

区民の環境の保全に関する 理解を 深める ため、 芸術や食、 歴史など 身近
な興味から 環境に触れる こ と のでき る講座やイ ベント を 開催。

環境課（ エコ プラ ザ） ３ 回、 73名

2-1
ふく し ま みな と 未来塾「 福
島の声・ 響き ・ 願い」

震災・ 原子力災害を 経験し た 福島県内の高校生たち が抱く 地域への思
い、 未来への願いを 音楽を 通じ て共有し 、 港区・ 首都圏と 地方の新し い
連携を と も に考える こ と を 目的に、 福島県内の高校合唱部・ 吹奏楽部と
区内高校吹奏楽部の公演及び交流を 実施。

全国連携推進担当 １ 回、 391人

2-1
ＭＩ Ｎ Ａ Ｔ Ｏ シ テ ィ ハーフ
マラ ソ ン

「 ＭＩ Ｎ Ａ Ｔ Ｏ シテ ィ ハーフ マラ ソ ン 」 当日に同時開催する 「 Ｒ Ｕ Ｎ Ｒ
Ｕ Ｎ フ ェ ス」 において、 区内を 拠点と する ジャ ズバン ド 、 太鼓団体や盆
踊り 団体等の文化団体が出演。

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク 推
進担当

１ 回、 14団体
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

2-1 平和祈念コ ンサート
「 戦争の悲惨さ 」 「 平和の尊さ 」 について考え、 次の世代へ語り 伝えて
いく こ と を 目的と し た「 平和のつど い」 の中で、 幅広い世代の方々が楽
し める コ ンサート を 開催。

人権・ 男女平等参画担当 １ 回、 164人

2-1
憲法週間記念講演と 映画の
つどい

「 憲法週間（ ５ 月１ 日～７ 日） 」 に合わせて 、 講演と 映画上映を 実施
し 、 憲法について改めて考える場を 提供。

人権・ 男女平等参画担当 １ 回、 177人

2-1
人権週間記念講演と 映画の
つどい

「 人権週間（ 12月４ 日～10日） 」 に合わせて 、 講演と 映画上映を 実施
し 、 人権尊重意識向上のための啓発を 実施。

人権・ 男女平等参画担当 １ 回、 169人

2-1
男 女 平 等 参 画 フ ェ ス タ i n
リ ーブラ

男女平等参画推進の拠点と し ての知名度向上のため、 実施事業や利用団
体の活動内容の紹介及び活動成果の発表を 実施。

人権・ 男女平等参画担当（ 男女平
等参画センタ ー）

２ 日間、 1, 815人

2-1 地域学校協働活動推進事業
文化芸術団体等によ る 出前授業の実施につな げる た め、 地域コ ーディ
ネータ ー等が、 学校と 地域を つなぐ 連絡・ 調整を 実施。

生涯学習スポーツ振興課 ２ 件、 22人

2-1 大学等と 連携し た活動
大学や地域団体など のノ ウハウを 生かし た専門的な講座や体験学習を 行
う こ と で、 子ども たちが、 図書館で楽し く 、 興味を も てる 行事を 企画。

図書文化財課 ６ 回

2-1
明る い選挙啓発ポスタ ーコ
ン ク ール

区内小・ 中学校、 高等学校を 対象に、 投票参加など選挙に関心も 持つよ
う 訴える も の及び明る い選挙の実現を 呼びかける ポスタ ーを 募集し 、 入
選作品を 区内施設で展示。

選挙管理委員会事務局 198点応募

2-2
Ki ssポート ボラ ン テ ィ ア ス
タ ッ フ

地域住民によ る ボラ ン ティ アスタ ッ フ が、 コ ン サート 会場での運営補助
や通訳など、 ボラ ンティ アと し て活躍。

地域振興課（ 公益財団法人港区ス
ポーツふれあい文化健康財団）

36人

2-2 文化プログラ ム連携事業

東京2020大会に向けた気運醸成、 さ ら にはレ ガシー創出を めざ し 、 区内
で行われる 文化芸術事業及びその主催団体を 一定期間指定し 、 事業に係
る 経費の一部を 負担する と と も に、 区と 団体が連携し 、 区なら ではの文
化プロ グラ ムを 展開。

国際化・ 文化芸術担当 ８ 件

2-2 文化団体と の連携事業
区内の文化芸術活動の振興のため、 港区音楽連盟、 港区華道茶道連盟の
活動の一部を 支援。

国際化・ 文化芸術担当 ４ 回、 ２ 団体

2-2 文化芸術振興基金

社会経済情勢や財政状況の動向にかかわら ず、 文化芸術振興施策を 安定
的に推進し ていく ため、 平成19年4月に設置。 区の文化芸術振興の趣旨に
賛同する 区民や文化芸術活動団体、 企業等から の寄付金を 積み立て、 文
化芸術振興のための事業に活用。 （ 令和２ 年度から は、 港区版ふる さ と
納税制度を 利用し た寄付が可能）

国際化・ 文化芸術担当
859, 104, 372円
（ 残高）
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施策 事　業　名 概　要 所　管　課 令和元年度の実施状況

2-2 文化芸術活動サポート 事業
区内で行われる 文化芸術活動及びその活動を 行う 団体を 育成する ため、
活動に係る 経費の一部に対し 助成金を 交付する と と も に、 専門家のアド
バイ スによる支援を 実施。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

19件

2-2
観光ボラ ン テ ィ ア ガイ ド 育
成

観光客に区の魅力を 発信する と と も に、 国内外から 訪れる 観光客のニー
ズにき め細かく 対応する ため、 観光ボラ ンティ アガイ ド を 育成。

観光政策担当 26人（ 講座修了者）

2-2
「 東 京 2020 応 援 プ ロ グ ラ
ム」 推進助成事業

東京2020大会への参画やレ ガシー創出のため、 区内に活動拠点を 置く 団
体が企画し て実施する東京2020応援プロ グラ ム対象事業（ スポーツ・ 健
康、 文化等の八つの分野） に対し 、 平成29年５ 月から 助成。

オリ ンピ ッ ク ・ パラ リ ンピ ッ ク 推
進担当

22件、 14, 981人

2-2 まなび屋
文化芸術に関する 知識や技能を 持つ方々が、 区民等のグループ を 対象に
ボラ ン ティ アで講座を 実施。

生涯学習スポーツ振興課 122件、 951人

2-2 文化財保存事業費補助金
文化財保護法、 都条例及び区条例の規定によ る 指定を 受けた文化財（ 指
定文化財） の所有者、 管理者、 保持者（ 団体を 含む） に対し 、 文化財の
保存事業を 促進するために補助金を 交付。

図書文化財課 ３ 件

2-2 文化財保護奨励金
区の指定を 受けた文化財等の所有者等に対し 、 文化財の保存と 活用を 奨
励する ために奨励金を 交付。

図書文化財課 102件

2-2
児童サービ ス ボラ ン テ ィ ア
の育成

おはな し 会な ど の事業や訪問図書館サービ ス において 活動する 、 児童
サービ スボラ ンティ アを 育成し 、 区立図書館等と の連携を 強化。

図書文化財課 中止

2-3
港区文化芸術振興基金【 再
掲】

社会経済情勢や財政状況の動向にかかわら ず、 文化芸術振興施策を 安定
的に推進し ていく ため、 平成19年4月に設置。 区の文化芸術振興の趣旨に
賛同する 区民や文化芸術活動団体、 企業等から の寄付金を 積み立て、 文
化芸術振興のための事業に活用。 （ 令和２ 年度から は、 港区版ふる さ と
納税制度を 利用し た寄付が可能）

国際化・ 文化芸術担当
859, 104, 372円
（ 残高）

2-3 避難訓練コ ンサート
事業の実施中に大規模災害が起こ る こ と を 想定し 、 コ ン サート 等の開催
中に参加者、 出演者、 財団スタ ッ フ が合同で避難訓練を 実施。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

中止

2-3
文化プ ロ グラ ム推進事業～
文化芸術の力で 港区を 元気
に！プロジェ ク ト ～

新型コ ロ ナウイ ルス感染症の影響を 受け、 活動を 自粛・ 縮小せざる を 得
ない状況に置かれている 文化芸術団体を 対象に、 事業の企画・ 制作・ 実
施に係る費用を 支援。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

新規

3-1
（ 仮称） 文化芸術ホールの
整備

区の文化芸術振興の中核拠点と なる（ 仮称） 文化芸術ホールを 整備。 国際化・ 文化芸術担当 整備

3-1
（ 仮称） 文化芸術ホール整
備に向けた気運醸成事業

区で 初めて の文化芸術の専門施設の整備に向けて 、 区全体で 気運を 高
め、 全ての区民に愛さ れる施設と なるよ う 、 気運醸成事業を 実施。

国際化・ 文化芸術担当 新規
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3-2 共生社会推進事業
障害の有無等にかかわら ず、 と も に鑑賞・ 参加・ 体験する ための舞台や
ワーク ショ ッ プ など 、 共生社会の実現に向けたテ ーマ性・ 発信性のある
事業を 実施。

国際化・ 文化芸術担当（ 公益財団
法人港区スポーツふれあい文化健
康財団）

新規

3-2 シアタ ーリ ーブラ
男女平等及びジェ ン ダーへの理解を 深める ため、 男女平等参画セン タ ー
所蔵の映像資料を 利用し た映画上映会を 開催。

人権・ 男女平等参画担当（ 男女平
等参画センタ ー）

５ 回、 392人

3-2 絵本の森
若年世代から 男女平等参画及びジェ ン ダーへの理解を 深める 目的で、 未
就学児の親子を 対象に、 男女平等参画セン タ ー所蔵の絵本を 活用し て、
元保育士等による絵本の読み聞かせと プチ子育て質問会を 開催。

人権・ 男女平等参画担当（ 男女平
等参画センタ ー）

５ 回、 192人

3-2 文化と ジェ ンダー講座 伝統文化を ジェ ンダーや男女平等参画の視点から 考える講座を 開催。
人権・ 男女平等参画担当（ 男女平
等参画センタ ー）

２ 回、 55人
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